


　厚岸町は漁業が基幹産業の町

で、厚岸湖ではカキとアサリの養殖

が盛んなほか、冬期はチカやコマ

イなどを対象とする氷下待ち網漁
（→ p. 96）が盛んである。

　また、厚岸湖周辺の道有林では

主にトドマツの植栽が、別寒辺牛

川中流域より上流側の国有林では、

カラマツの植栽が盛んである。また

別寒辺牛湿原の東西に、それぞれ

酪農地帯がある。

澁谷 辰生（厚岸水鳥観察館）

厚岸湖・別寒辺牛湿原

水鳥の重要な生息地としての厚岸湖・別寒辺牛湿原

　1993 年 6 月にラムサール条約登録湿地となった

厚岸湖・別寒辺牛湿原は、国内有数の原生的な

自然が残された湿原で、登録湿地面積は 5,277 ha

（2005 年 11 月時点）、全体の面積は約 11,000 ha

以上にもなる。これは日本最大の面積を誇る釧路

湿原の半分以上に相当し、厚岸町は日本でも非常

に貴重な湿原を大規模に保有する町の１つである。

　厚岸湖に注ぐ別寒辺牛川河口をはじめ、そのほ

とんどは典型的な低層湿原で、ヨシ、スゲ類、ハ

ンノキの群落が広がっている。別寒辺牛川中流域

において、発達した約 110 ha の高層湿原が見ら

れる。オオミズゴケなどからなるミズゴケ群落上に、

ガンコウラン、ヤチツツジ、イワノガリヤス、イソツ

ツジ、ヒメシャクナゲなどが群落を作っている。また、

小規模な中間湿原あるいはそれに近い高層湿原が

散在している。

モール温泉とは
青柳 直樹（北海道立衛生研究所）

　北海道は温泉地数全国一位、市町村の約 90％

が温泉をもつ温泉大国である。それら温泉の中に

「モール温泉」と呼ばれる温泉がある。「モール温

泉」は正式な泉質名ではなく、ドイツを中心とした

ヨーロッパの「モール浴」に由来して命名された

俗称（愛称）である。その発祥は北海道十勝川温

泉であり、現在では十勝平野、石狩平野、釧路湿

原等の泥炭地に多く湧出し、関東圏の平野部でも

「黒湯」として利用される等、全国的に見られるよ

うになってきた。

　温泉の特徴は、泥炭から地下水によって溶出し

た腐植質という成分によって特徴づけられ、量が

多ければ黒色、少ないと黄色になる。道内で最も

多いところでは１ Lあたり約 80 mg 溶けている。

　また、入浴すると肌がツルツルとするため、美

肌の湯とも言われている。もともと「モール浴」には、

皮膚に必要なイオンの取り込み等の促進、細菌の

発育抑制、あるいはヒアルロン酸分解酵素抑制に

よる皮膚の水分保持及び潤いや弾力保持等の効能

が考えられており、モール温泉が美肌の湯として

期待される所以であろう。

　最近の道立衛生研究所の調査では、モール温

泉に含まれる腐植質には様々な種類や地域的特徴

があり、温泉の滞留時間（地下に潜ってから出て

くるまでの時間）と密接な関係があること等がわかっ

てきた。今後、調査を継続していくことで、モール

温泉に地域的な魅力が加わり、さらなる利用の向

上が期待される。ただし、この温泉の多くは地下

深くに化石のように溜まり、供給も遅いため、地域

によっては枯渇することが予想されている。科学的

にみても希少価値のあるモール温泉は、道民にとっ

て大切にしていかなければならない貴重な財産（北

海道遺産）であることも忘れてはいけない。

風呂桶に汲んだモール温泉
腐植質が溶け込んでコーヒー色に見える
濁りはなく透明のものが多い
撮影協力：松原温泉

浴槽注入口よりかけ流されるモール温泉
腐植質を含む湯に満たされた浴槽は、黒く底が見えない
撮影協力：松原温泉

厚岸湖内の弁天神社にいるオオワシのつがい

初夏の別寒辺牛川河口
川の水は濃いコーヒー色

中流域の高層湿原
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　汽水湖である厚岸湖畔の塩性湿地には、アッケ

シソウのほか、シバナ、ヒメウシオスゲ、ウミミドリ、

エゾツルキンバイ、チシマドジョウツナギ、エゾハ

コベ、ウシオツメクサなどの希少種が混在する。ヨ

ツバスギナモ（ヒロハスギナモ）は、1987 年に確

認されて以来消滅したと思われていたが、2000 年

に再確認された。全世界的に見ても最南端の分布

域である。2007 年には根室市でも再確認された。

湿原のタンチョウ（→ p. 22）
厚岸湖岸、別寒辺牛川下流域、中流域、各支流の湿原で、ラムサー
ル条約登録当初は毎年約 25 ～ 30 つがいが繁殖していたが、
2015 年度より繁殖つがい数が約 70 にもなり、さらに増加中
である

　また、潮の満ち引きの影響を受ける河川の河口

域においては、スゲ類などに特徴的な種構成が見

られる。

　別寒辺牛川水系では、イトヨやエゾトミヨなどの

トゲウオ科魚類が世界で唯一、同一水系で５種類６

タイプが棲み分けており、学術的にも非常に重要

な地域である。

アッケシソウの紅葉
（現在は環境の変化でここまで
きれいな群落は見られない）

氷上のオオワシ（→ p. 31）
冬季には、厚岸湖に張った氷上で行
う氷下待ち網漁の雑魚を狙って、極
東ロシアから渡ってくるオオワシ、
オジロワシが合計 200 羽以上集まる
その８割から９割がオオワシである
町内で繁殖しているオジロワシも、
少なくとも 10 家族以上確認されて
いる

渡ってきたオオハクチョウの群れ
厚岸湖は、別寒辺牛湿原の下流に位置す
る汽水湖で、湖面が冬でも全面結氷する
ことが少なく、オオハクチョウが秋の渡
りには数千羽が飛来し、そのうち厚岸湖
の凍っていない水面に 1,000 ～ 3,000 羽
程度が越冬する国内有数の中継地・越冬
地である

厳冬期の厚岸湖の氷上にいるゴマフアザラシ・ゼニガタアザラシ厚岸湖・別寒辺牛川水系に生息するトゲウオ科魚類の
形態的特徴と生活史の概要（作成：高橋洋氏）
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